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詐欺に注意しましょう
サ ギ

【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

平成29年（2017年）10月１日現在
前月比

人口 …… 88,639人 （＋127人）
男  …… 46,077人 （＋64人）
女  …… 42,562人 （＋63人）

世帯 …… 40,617世帯 （＋107世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
１１月は児童虐待防止月間／ふるさと納税／衆議
院議員総選挙開票結果� ●❷
空き家を適切に管理しましょう／「第５次八潮市
行政改革大綱・実施計画」取組結果（平成２８年度）
� ●❸
お知らせHOTコーナー　案内・催し�  4～5
八潮高校・八潮南高校の編集�  6～7

おしらせHOTコーナー�
催し・募集�  8～9
12月子育て情報コーナー／保健センターからの�
お知らせ� ●❿
12月各種無料相談／８４０伝言板� ●⓫
やしお文芸特集／やしお八つの野菜de健康レ
シピ／いきいきやしお写真館� ●⓬

平
成
２９
年
度

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学

　
１０
月
５
日
、
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
の
開
校
式

が
や
し
お
生
涯
楽
習
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２９
年
度
の
こ
ど
も
夢
大
学
に
は
、
５６
人

の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
、１０
月
７
日
か
ら
１２

月
１６
日
ま
で
の
間
に
、
６
大
学
で
全
８
回
体
験

授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
各
大
学
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
、
将
来
の
夢
や
学
ぶ
意
欲
を

育
み
ま
す
。

物
指
導
課
☎
奮
３
５
８開校式

プログラミング体験
聖徳大学（児童学部）

薬用植物実習
昭和大学（薬学部）

「打楽器の不思議」体験聖徳大学（音楽学部）

・
避
難
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

避
難
情
報
の
入
手
方
法
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行

政
無
線
な
ど
）
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

避
難
情
報
が
出
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
場
合
は
、
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
へ
の
備
え
を

　
　
確
か
め
ま
し
ょ
う
�

　
台
風
２１
号
が
襲
来
し
、
全
国
や
県
内
各
地
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、
大
き
な
被
害

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の
災
害
へ
の
備

え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
奮
３
０
５

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
草
加
警
察
署
管
内
の
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
は
、
６５
件
で
約
１
億
９
８
５
０
万
円
と
、
県
内
で

ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
被
害
は
、
１１
件

で
約
３
７
０
０
万
円
と
、
昨
年
と
比
べ
約
２
倍
に
増
え
て
お

り
、
危
機
的
な
状
況
で
す
。
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
対
策
は
、

留
守
番
電
話
が
有
効
で
す
。
皆
さ
ん
の
大
事
な
資
産
を
守
る

た
め
に
も
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。物交

通
防
犯
課
☎
奮
３
９
７

留
守
番
電
話
で
、

振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
未
然
防
止
�

普段の中川河川敷

台風通過後の中川河川敷（１０月２３日）
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子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保

護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

物
子
育
て
支
援
課
☎
奮
４
４
４

　
10
月
22
日
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
投
票
率
は
43
・
97
パ
ー
セ
ン
ト
（
埼
玉
県
の

投
票
率
は
51
・
44
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
し
た
。

物
選
挙
管
理
委
員
会
☎
奮
２
６
４

▼
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、

叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

▼
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的

行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
…

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自

動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病

気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い
な
ど

▼
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の

差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

子
育
て
中
の
方
へ

　
子
育
て
に
お
い
て
、
ど
う
し
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
相

談
す
る
こ
と
で
不
安
が
減
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
方
へ

　
孤
立
し
て
子
育
て
し
て
い
る
方

に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
や
声
か
け
に
救
わ
れ
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
お
子
さ
ん
や
親
御
さ
ん
が
心
配

…
」「
も
し
か
し
て
虐
待
か
も
？
」

と
思
っ
た
と
き
に
は
、
迷
わ
ず
相

談
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。※一部のIP電話からはつながりません。※通話料がかかります。

お住まいの地域の児童相談所につながります。

児童相談所
全国共通

虐待かもと
思ったら 1 8 9

いち はや く

3桁
ダイヤル

■相談窓口（受付時間は、個別にお問い合わせください）
・虐待が疑われる時など

市子育て支援課 ☎奮４４４

越谷児童相談所草加支所 ☎９２０－４１５２

休日夜間児童虐待通報ダイヤル ☎０４８－７７９－１１５４

・乳幼児の子育ての悩みについて

乳幼児相談（保健センター） ☎９９５－３３８１

子育て相談（だいばら児童館） ☎９９９－０３２１

・子育て全般、発達、こころの健康などについて

市家庭児童相談室 ☎奮４７２

すこやか（発達）相談・ママのこころの相談・子育
てメンタルサロン（保健センター） ☎995－3381

子育て電話相談（南川崎保育所） ☎998－7711

不登校・いじめについて（教育相談所） ☎995－0077

草加保健所 ☎９２５－１５５１

子どもスマイルネット（県） ☎０４８－８２２－７００７

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気
　
つ
な
ぐ
声

平成28年度ふるさと納税寄附金受領状況
寄附金の使途 件数 金額

福祉の充実 64件 1,180,000円
スポーツと健康増進 82件 3,270,000円
安全な生活環境整備 27件 740,000円
市民活動と産業の支援 11件 340,000円
公園等の整備 25件 480,000円
教育の振興 80件 1,640,000円
八潮市の発展（市長におまかせ） 182件 5,275,000円

合計 471件 12,925,000円

　ふるさと納税とは、自分の生まれ故郷はもちろん、お世話になっ
た地域や、これから応援したい地域の力になりたいという思いを実
現し、｢ふるさと｣ へ貢献する制度です。
　市では、平成28年4月1日からインターネットによる寄附の申出受
付をスタートし、あわせて、寄附していただいた方に本市ゆかりの
商品やサービスを返礼品（お礼の品）としてお贈りしています。
　平成28年度のふるさと納税寄附金受領状況は、下表のとおりです。

物企画経営課☎焚８８５

八潮市ふるさと納税寄附金の実績
平成28年度

　県は、11月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめの根絶に集中的に取り組ん
でいます。
　いじめに遭ったり、気がついたりしたら、１人で悩まずご相談ください。

物県青少年課☎０４８－８３０－５８５８

11月は「いじめ撲滅強調月間」です

相談窓口
名称および日時 電話番号など

○よい子の電話教育相談（24時間365日対応）

子ども専用（18歳以下）錆０１２０－８６－３１９２

保護者専用　☎０４８－５５６－０８７４

電子メール相談　soudan@spec.ed.jp

いじめメール相談フォーム
（右のコードから入れます）

○ヤングテレホンコーナー（月～土曜日※祝日・
年末年始を除く　午前 8 時30分～午後 5 時15分） ☎０４８－８６１－１１５２

○子どもスマイルネット（毎日※祝日・年末年始
を除く　午前10時30分～午後 6 時） ☎０４８－８２２－７００７

○埼玉いのちの電話（24時間365日対応） ☎０４８－６４５－４３４３
○さいたまチャイルドライン（毎日※年末年始を
除く　午後 4 時～ 9 時） 子ども専用（18歳以下）錆０１２０－９９－７７７７

○埼玉県こころの電話（月～金曜日※祝日・年末
年始を除く　午前 9 時～午後 5 時） ☎０４８－７２３－１４４７

○子どもの人権110番 （月～金曜日※祝日・年末年
始を除く　午前 8 時30分～午後 5 時15分） 錆０１２０－００７－１１０

児
童
虐
待
と
は
…

比例代表　開票結果
届出順

政党名 市内得票数 県内得票数
希望の党 6,345 548,591
立憲民主党 5,320 748,696
日本維新の会 1,417 115,619
幸福実現党 156 14,229
公明党 5,613 417,441
社会民主党 236 32,748
自由民主党 9,345 941,970
日本共産党 2,758 269,735

合　計 31,190 3,089,029

無効票 428 46,136
不受理・持ち帰り 0 209

小選挙区　開票結果
届出順

候補者氏名 市内得票数 県内得票数

はたの　博 2,151 13,926

苗村　京子 4,418 32,017

鈴木　よしひろ 10,050 62,733

三ツ林　ひろみ 14,080 98,443

合　計 30,699 207,119

無効票 916 5,983
不受理・持ち帰り 2 7

第
48
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙

�

開
票
結
果
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適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
な
ど
が
、
市
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
背
景
を
受
け
、
平
成
27
年
に
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
空
き
家
な
ど
の
対
策
計
画
の
策
定
や
、
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、「
第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
28
年
度
～
平
成
32
年
度
）」

を
策
定
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
28
年
度
の
取
組
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
８４０
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
企
画
経
営
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
都
市
計
画
課
☎
奮
３
４
６

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５

　
空
き
家
に
な
る
と
建
築
物
の
傷

み
が
早
く
、
管
理
不
全
状
態
の
空

き
家
が
原
因
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

【
景
観
上
の
問
題
】

　
外
壁
な
ど
が
傷
ん
で
汚
れ
た
り
、

ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ

る
と
、
景
観
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。

【
防
災
上
の
問
題
】

　
建
築
物
が
傷
み
、
外
壁
や
屋
根

瓦
、
雨
ど
い
な
ど
の
落
下
、
塀
の

破
損
に
よ
り
、
近
隣
の
住
民
や
通

行
者
が
け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

【
衛
生
上
の
問
題
】

　
ゴ
ミ
な
ど
の
放
置
や
不
法
投
棄

を
招
い
た
り
、
庭
の
草
木
が
生
い

茂
っ
て
、
蚊
や
ハ
チ
な
ど
の
害
虫

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
防
犯
上
の
問
題
】

　
不
審
者
の
侵
入
や
放
火
な
ど
に

よ
り
火
災
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。空

き
家
の
管
理
・
有
効
活
用

～
後
で
困
ら
な
い
た
め
に
～

①
相
続
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合

う
　

空
き
家
に
な
る
理
由
と
し
て
、

「
相
続
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
誰
が
ど
う
相
続
す
る
か
を

決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
相
続
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
あ
わ
せ
て
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門

家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
適
切
な
管
理
を
行
う

　
建
築
物
の
老
朽
化
を
防
ぎ
、
現

　
建
築
物
の
維
持
が
困
難
な
場
合

は
、
建
築
物
を
解
体
し
て
、
新
た

な
活
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

空
き
家
な
ど
に
関
す
る

相
談
窓
口

　
市
で
は
、
空
き
家
な
ど
の
所
有

者
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
７
つ
の
団
体
と
協
定
を

締
結
し
、
各
分
野
の
専
門
家
に
相

談
で
き
る
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
な
ど
で
、
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

状
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
定
期

的
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
で
す
。
自
身
で
の
管
理
が
難
し

い
場
合
は
、
民
間
事
業
者
な
ど
の

代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て

適
切
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
空
き
家
の
有
効
活
用

　
自
身
で
の
管
理
が
難
し
い
場
合

は
、
不
動
産
事
業
者
に
任
せ
る
な

ど
、
有
効
活
用
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
建
築
物
は

リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
改
修
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
有
効
活
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

「
第
５
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・

実
施
計
画
」
平
成
28
年
度
取
組
結
果

相談窓口・問い合わせ先 内容 相談日時

埼玉司法書士会
☎048－863－7861

・空き家の権利および相
続人の調査
・登記手続
・成年後見人制度など

月～金曜日（祝日を除く）
午前10時～午後 4時
※事前予約制☎048－838
－7472（相談センター）

（公社）埼玉県宅地建物取引
業協会　埼玉東支部
☎932－6767 ・空き家の利活用、売却、

その他不動産取引全般に
ついての相談など 月～金曜日（祝日を除く）

午前 9時～午後 5時
（公社）全日本不動産協会埼
玉県本部　越谷支部
☎949－6881

（一社）埼玉建築士会
☎048－861－8221

・建築物などの管理に関
する相談や助言など

（福）八潮市社会福祉協議会
☎995－3636

・65歳以上の一人暮らし高
齢者の見守りの登録など

月～金曜日（祝日を除く）
午前 8時30分～午後 5時
15分

八潮市商工会
☎996－1926

・建築物などの修繕
・リフォーム
・解体に関する相談
・市内業者の紹介など

（公社）八潮市シルバー人材
センター
☎995－5817

・空き家の見回り
・敷地内の除草
・樹木の伐採や剪定など

空
き
家
に
な
る
と
…

空
き
家
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

～
市
民
が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
並
み
を
目
指
し
て
～

「第５次八潮市行政改革大綱・実施計画」平成28年度の主な取組状況および成果の概要
取組項目 取組状況および成果

市税・国保税現年度課税分の納
税率の向上 ●夜間・休日納税相談および電話催告を実施

●文書催告、債権（給与含む）差押えおよび不動産の公売を実施
●市税現年度課税分納税率：98.53パーセント（前年度比0.34ポイント増加）
●国民健康保険税現年度課税分納税率：86.70パーセント（前年度比1.17ポ
イント増加）
●市税滞納繰越分納税率：36.12パーセント（前年度比3.11ポイント増加）
●国民健康保険税滞納繰越分納税率：23.29パーセント（前年度比2.21ポイ
ント増加）

市税・国保税滞納繰越分の収入
未済額の圧縮

使用料・手数料などの収納対策
の強化

●催告書の送付、電話催告および戸別訪問を実施するとともに、保育所と
の連携（保育料）
●滞納者の汲取り停止、戸別訪問などの強化(し尿処理手数料）
●戸別訪問の実施強化（市営住宅使用料）
●督促、納付相談、学校などとの連携強化（給食費）

有料広告の掲載 ●広告掲載手法の検討および広告掲載企業の確保

時間外勤務の抑制 ●水曜日のノー残業デー実施について、呼びかけなどを実施

上水道事業における経営改革の
推進

●効率的な水利用とともに、安定した経営基盤の強化を図るための各種取
り組みを実施

下水道事業における経営改革の
推進

●下水道事業を安定的に運営するために、下水道使用料の改定を 7月 1日
に実施
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

秋季全国火災予防運動の実施

　９月末日現在、草加八潮消防局管内の火災発生件数は54件（八潮市で
は18件）で、火災による負傷者８人（八潮市では２人）です。
　住宅火災による死傷者を出さないため、住宅用火災警報器を設置しま
しょう。

 ３つの習慣 
▶寝たばこは、絶対しない
▶ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
▶ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
 ４つの対策 
▶逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
▶寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
▶火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
▶お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

重点目標
⑴住宅防火対策の推進（住宅用火災警報器の設置および維持管理）
⑵放火火災防止対策の推進　
⑶特定防火対象物等における防火安全対策の徹底　
⑷製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進
⑸多数の者が集合する催しに対する火災予防指導などの徹底

　１１月９日から１５日までの７日間、秋季全国火災予防運動が実施されます。
　住宅街の道路で歩行者や自転車の交通事故を未然に防ぐため、歩行者
や自転車の安全を優先的に確保する「ゾーン３０」事業を実施しています。
規制開始時期　年内
複伊草・緑町三丁目地区

物草加警察署☎943－0110、交通防犯課☎焚２８８
物草加八潮消防局予防課☎996－0660

伊草橋

伊草西
児童公園

伊草
ふれあい
公園

八潮市
市民農園

八條小橋

緑町一

中井堀
児童公園

伊草
保育所

松之木小学校

松之木小（東）

青
葉
通
り

松之木公園

葛
西
用
水

伊草天神橋

松之木小（南）

全国統一防火標語　【火の用心　ことばを形に　習慣に】

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
－３つの習慣・４つの対策－

速度規制区域を指定「ゾーン30」事業

淵▼指定した区域の
最高速度を時速３０キ
ロメートルに規制
▼歩行者や自転車の
交通ルートを確保す
るために路側帯（白
線、グリーンベルト）
の設置
▼指定区域の入口に
「ゾーン３０」の文字
を路面に標示、標識
の設置など

●新たな指定区域　伊草・緑町三丁目地区（■）の場所

ゾーン３０の標識

会
議
の
開
催

●
第
５
回
八
潮
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想 

策
定
審
議
会
の
傍
聴

腹
１１
月
１７
日
㈮　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
基
本
構
想
（
素
案
）
取
り
ま
と
め
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
財
政
課
☎
焚
８
４
５

●
第
１
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の 

傍
聴

腹
１１
月
２０
日
㈪　
午
後
２
時
～
４
時

複
八
潮
市
商
工
会
館
大
会
議
室

淵
草
加
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）　

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

●
第
２
回
八
潮
市
市
街
化
調
整
区
域
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
策
定
委
員
会
の
傍
聴

腹
１１
月
２７
日
㈪　
午
前
１０
時
～
正
午

複
別
館
Ａ
会
議
室

淵
市
街
化
調
整
区
域
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
（
素
案
）
の
検
討
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
都
市
計
画
課
☎
焚
３
６
８

●
第
２
回
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設 

や
し
お
苑
運
営
委
員
会
の
傍
聴

腹
１１
月
３０
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し
お
苑
運

営
委
員
会
平
成
２９
年
度
上
半
期
事
業
報
告

に
つ
い
て

展
示
会
等
出
展
費
用
補
助
制
度

　
市
内
の
中
小
企
業
者
の
方
が
、
市
外
の

工
業
の
展
示
会
・
見
本
市
に
出
展
す
る
た

め
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

覆
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

〈
申
し
込
み
資
格
〉
▼
市
内
に
１
年
以
上

住
所
（
事
業
所
）
を
有
し
、
１
年
以
上
事

業
を
営
ん
で
い
る
方
▼
申
込
日
現
在
、
市

税
の
滞
納
が
な
い
方

〈
対
象
展
示
会
・
見
本
市
〉
▼
国
・
地
方

公
共
団
体
な
ど
の
公
的
機
関
が
主
催
ま
た

は
後
援
し
、
か
つ
市
外
（
国
内
に
限
る
）

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
製
品
・
技
術
な

ど
を
紹
介
す
る
出
展
小
間
数
が
１００
以
上
で

あ
る
こ
と
▼
販
売
す
る
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
し
な
い
こ
と
▼
広
く
一
般
に
公
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
▼
中
小
企
業
者
が
参
画
す

る
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
内
部
的
な
も
の

で
な
い
こ
と

〈
補
助
対
象
経
費
〉
▼
会
場
使
用
料
▼
出

展
物
の
展
示
装
飾
に
か
か
る
費
用
▼
展
物

の
運
搬
費
用

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
１００
円
未
満
切
り
捨
て・上
限
５
万
円
）

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

仏
平
成
３０
年
３
月
１２
日
ま
で

物
商
工
観
光
課
☎
焚
４
７
９

工
場
移
転
資
金
利
子
補
給
金
制
度

覆
市
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
、

都
市
計
画
道
路
区
域
ま
た
は
住
居
系
用
途

地
域
か
ら
、
適
合
用
途
地
域
へ
移
転
す
る

た
め
に
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
、

市
内
の
金
融
機
関
か
ら
資
金
の
借
り
入
れ

を
受
け
た
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
中

小
企
業
者

▼
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
１１
月
１４
日
㈫　
午
前
１１
時
頃

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
れ
は

Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
テ
ス
ト
で
す（
３
回
）

▼
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
防
災

行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
試
験
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

平
成
３０
年（
２
０
１
８
年
）版

埼
玉
県
民
手
帳
の
販
売

腹
１２
月
１５
日
㈮
ま
で　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

複
企
画
経
営
課

淵
▼
色
＝
黒
（
月
間
予
定
表
部
分
横
罫

式
）、
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
（
月
間
予

定
表
部
分
升
目
式
）
▼
規
格
＝
１４
×
９
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル

沸
５００
円
（
税
込
み
）

物
企
画
経
営
課
☎
焚
２
３
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加
の
平
日
の

利
用
時
間
一
部
変
更

　
平
成
３０
年
１
月
４
日
か
ら
、
利
用
時
間

が
次
の
と
お
り
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

腹
月
～
金
曜
日　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分

物
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加
☎
９３１
・
６
１
１
１

方
▼
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
▼
平
成
２９

年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
期
間

で
、
遅
延
日
数
が
１２０
日
未
満
の
方
▼
借
入

額
が
３００
万
円
以
上
、
１
億
円
以
下
の
方

補
助
期
間　
資
金
を
借
り
受
け
た
日
か
ら

３
年
以
内

補
助
額　
平
成
２９
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月

３１
日
ま
で
の
支
払
利
子
額
の
５０
パ
ー
セ
ン

ト※
借
り
入
れ
利
率
が
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
場
合
は
、
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
算
定
し

た
額

※
延
滞
利
子
は
対
象
外

※
国
、
県
、
市
か
ら
他
の
利
子
補
給
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
額

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

仏
平
成
３０
年
１
月
２５
日
ま
で

物
商
工
観
光
課
☎
焚
４
７
９

草
加
都
市
計
画
区
域
区
分
の

変
更
案
の
縦
覧

　
草
加
柿
木
地
区
を
市
街
化
区
域
に
編
入

す
る
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

腹
１１
月
１７
日
㈮
～
１２
月
１
日
㈮

意
見
書
の
提
出

覆
市
内
在
住
ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方

仏
１２
月
１
日
（
必
着
）
ま
で

―
共
通
―

複
八
潮
市
都
市
計
画
課
、
草
加
市
都
市
計

画
課
、
三
郷
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
、
越
谷

市
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
都
市
計
画
課
、

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

※
詳
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
県
都
市
計
画
課
☎
０４８
・
８３０
・
５
３
４
１
、

市
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

案
内
案
内
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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し

　税金の滞納は、納期内に納付している方との公平を欠くも
のです。埼玉県と県内全市町村では、「ストップ！滞納」を
合言葉に『滞納整理強化期間』を設け、徴収を強化すること
としています。
　市では、10月から12月までを滞納整理強化期間として定め、
徹底した滞納整理（差押えなど）を進めています。未納の方
は、急ぎ納付してください。
　なお、特別な事情により納付できない方は、必ず納税相談
を受けてください。
※差押えは、給与、預貯金、生命保険、不動産、自動車のほ
か、売掛金、動産（貴金属類、腕時計など）など、換価が有
効と判断される財産を対象とします。

ストップ！滞納　県税・市町村税
滞納整理強化期間

物納税課☎奮３３０

【平成28年度差押え実績】
給与 預貯金 生命保険 不動産 所得税還付金 その他
204件 212件 199件 35件 35件 15件

草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の

変
更
案
の
縦
覧

　
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
八
潮
南
部
３
地
区
の

地
区
計
画
に
つ
い
て
条
項
等
の
不
整
合
を

解
消
す
る
た
め
、
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

腹
１１
月
１７
日
㈮
～
１２
月
１
日
㈮

意
見
書
の
提
出

覆
市
内
在
住
ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方

仏
１２
月
１
日
（
必
着
）
ま
で

―
共
通
―

複
都
市
計
画
課

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
―
１１
月
１２
日
～
２５
日
―

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
男
女
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
よ
り
良
い
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
１１
月
２５
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

腹
１１
月
１３
日
㈪
～
１９
日
㈰　
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
７
時
（
１８
日
・
１９
日
は
午
前
１０

時
～
午
後
５
時
）

淵
電
話
相
談　
☎
０
５
７
０
・
０７０
・
８１０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

物
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０４８
・
８５９
・
３
５
０
７

シ
ル
バ
ー・ド
ラ
イ
バ
ー・ド
ッ
ク

腹
１１
月
２７
日
㈪　
午
前
９
時
～

複
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
）

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
普
通
免
許
を

所
持
し
て
い
る
方

淵
教
習
指
導
員
に
よ
る
自
動
車
運
転
の
安

全
度
チ
ェ
ッ
ク
、
安
全
運
転
ア
ド
バ
イ
ス

払
４０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
２２
日
ま
で
に
、
草
加
警
察
署
交
通

課
（
☎
９４３
・
０
１
１
０
）
へ

埼
玉
県
最
低
賃
金

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
が
１０
月
１
日
か
ら
８７１

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
産
業
に
よ
っ
て
、
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０４８
・
６００
・
６
２

０
５１１

月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
」
で
す

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
、
政
府
が
管
理
運
営
し
て
い
る
強

制
加
入
の
保
険
制
度
で
す
。

　
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場
合
、
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
労

働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
加

入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨
に

よ
っ
て
も
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
保
険
徴
収
課
☎
０４８
・
６００
・

６
２
０
３

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
（
庭
先
や
駐
車

場
に
２
～
３
個
並
ん
だ
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
や

空
気
を
送
る
機
器
が
あ
る
方
）
は
、
年
１

回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水

な
ど
を
確
認
し
、
浄
化
機
能
を
検
査
し
ま

す
。
検
査
結
果
は
、
使
用
者
や
保
守
点
検

業
者
に
通
知
さ
れ
、
普
段
の
維
持
管
理
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

　
法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
県

指
定
検
査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

沸
１０
人
槽
以
下
（
一
般
家
庭
用
浄
化
槽
）

５
０
０
０
円
、
１１
人
槽
以
上
は
要
問
い
合

わ
せ

物
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
☎
０４８
・
５０１
・
５

７
０
７

（
仮
称
）汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
が
「
八
條
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ

（
キ
ラ
リ
）」
に
決
定

　
八
條
地
内
に
建
設
中
の
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
八
條
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ

（
キ
ラ
リ
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

物
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
計
画
課
☎
９６６
・

０
１
２
１

催
し
催
し

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

「
ポ
ン
ポ
ン
で
作
る
ミ
ニ
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
」

腹
１１
月
１８
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
毛
糸
で
ポ
ン
ポ
ン
を
作
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
形
に
切
り
、
飾
り
つ
け
る

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
１５
日
か
ら
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館

（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、
受
付
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
で
作
る
お
正
月
飾
り

腹
１２
月
４
日
㈪　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４

覆
２０
歳
以
上
の
方

淵
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た

お
正
月
飾
り
の
作
製

講
師　
中な

か

村む
ら

久く

美み

子こ

さ
ん

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
３
０
０
０
円
（
当
日
納
入
）

物
１１
月
１５
日
か
ら
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館

（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、
受
付
＝
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）
へ

八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
ド
ク
タ
ー

養
成
講
座

腹
平
成
３０
年
１
月
１７
日
㈬
～
１９
日
㈮
（
全

３
回
）　
午
前
１０
時
～
正
午

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
工
作
室

覆
市
内
在
住
で
、
３
日
間
す
べ
て
受
講
で

き
る
方

淵
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
お
も
ち

ゃ
ド
ク
タ
ー
の
養
成

弗
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
ニ
ッ
パ
ー
、
ラ
ジ
オ
ペ

ン
チ
、
タ
オ
ル
１
本
、
筆
記
用
具
、
ド
ラ

イ
バ
ー
（
大
・
小
・
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
）、

半
田
ご
て
（
持
っ
て
い
る
方
）

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円

仏
１１
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
１１
回
八
潮
市
新
人
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

腹
１２
月
２
日
㈯　
正
午
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

淵
１５
歳
か
ら
３５
歳
ま
で
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
た
公
開
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン

審
査
員　
佐さ

藤と
う

展の
り

子こ

さ
ん
（
東
京
音
楽
大

学
講
師
）
ほ
か

沸
無
料

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
９９８
・
２
５
０
０

歴
史
講
座「
埼
玉
県
東
部
の
鉄
道
史
」

　
１２
月
３
日
ま
で
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て

い
る
企
画
展「
埼
玉
県
東
部
地
区
の
交
通
」

の
関
連
事
業
と
し
て
、
県
東
部
の
鉄
道
史

に
関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

腹
１１
月
２３
日
㈷　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室

講
師　
老お

い

川か
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

さ
ん
（
跡
見
学
園
女
子

大
学
教
授
）

払
４５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
１４
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
、
窓
口
、

電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で
資
料
館
（
☎
９９７

・
６
６
６
６
）
へ

藁わ
ら

細
工
「
亀
」

　
現
在
で
は
貴
重
と
な
っ
た
藁
を
使
っ
て

縁
起
物
の
亀
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
お
正
月

の
飾
り
に
な
り
ま
す
。

腹
１１
月
２５
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
資
料
館

覆
中
学
生
以
上

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
）

仏
１１
月
１４
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館（
☎
９９７・６
６
６
６
）へ

青
少
年
ア
ニ
メ
・
ア
フ
レ
コ

体
験
講
座

腹
１２
月
９
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
か
ら
２０
歳

ま
で
の
方

淵
ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成

講
師　
武む

藤と
う

裕ゆ
う

治じ

さ
ん
（
ア
ニ
メ
「
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
監
督
）
ほ
か
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
声
優

払
５０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
☎
焚
３
５
７
）
へ

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
（
第
１
期
）

腹
平
成
３０
年
１
月
８
日
㈷　
午
前
９
時
３０

分
～
正
午
、
３
月
４
日
㈰　
午
前
９
時
３０

分
～
正
午
、
６
月
１７
日
㈰　
午
後
１
時
～

４
時
３０
分
（
予
定
）
※
全
３
回

複
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
、
ゆ
ま

に
て
軽
運
動
室　

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生

淵
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

習
な
ど

※
第
１
期
研
修
会
に
す
べ
て
出
席
し
た
方

は
、
平
成
３０
年
８
月
開
催
予
定
の
第
２
期

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
宿
泊
研
修
会

（
２
泊
３
日
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

弗
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、
タ
オ

ル
な
ど
、
運
動
で
き
る
服
装
（
ズ
ボ
ン
着

用
）

払
３０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

※
結
果
は
１２
月
中
旬
ま
で
に
通
知

仏
１２
月
４
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
☎

焚
３
６
５
）
へ

い
け
ば
な
講
座

腹
１１
月
３０
日
、
１２
月
１４
日
・
２８
日
、
平
成

３０
年
１
月
１１
日
・
２５
日
（
各
木
曜
日
・
全

５
回
）　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分　

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

講
師　
小お

澤ざ
わ

一か
ず

榮え

さ
ん
（
草
栄
会
）　

弗
は
さ
み
、花
包
み
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

払
２０
人
（
申
込
順
）	

沸
５
５
０
０
円
（
お
花
代
）

仏
１１
月
１４
日
か
ら
２５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公

民
館
内
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ

ク
リ
ス
マ
ス
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

腹
１２
月
１０
日
㈰　
午
後
１
時
～
５
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

淵
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
、
動
物
な
ど
を
作
る

講
師　
金か

ね

子こ

賢け
ん

一い
ち

さ
ん

弗
持
ち
帰
り
用
袋（
４５
リ
ッ
ト
ル
ゴ
ミ
袋
）

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１１
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
３３
回
八
潮
市
民
音
楽
祭

腹
１１
月
２６
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

淵
音
楽
演
奏
発
表
会

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
９９５
・
６
２
１
６
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安心！

ビフォー
（平成11年）

アフター
（平成29年）

　八潮駅周辺は、駅の北側と南側でコンセプトが明確に分かれています。
　北側は商業施設を中心に「潮」をイメージして整備されています。駅ロータリーにあるシェ
ルターと呼ばれる白い雨避けも、波や船の帆を意識したデザインとなっています。さらに歩道
の模様も波のようなイメージで作られており、細部にこだわりが感じられます。
　南側には1.4ヘクタールの広い公園があり、自然を強く感じてもらえるように整備されてい
ます。こちらのシェルターは、樹木を意識したデザインとなっています。北側と同じく歩道に
模様が描かれていて、北側に比べるとアースカラーが多い印象です。
　また、北側・南側の一部大通りには駅周辺の整備にあわせ、電線の地中化がされていました。
　そして、誰もが安全に使いやすいよう、歩道と車道の間に段差を感じさせないような造りと
なっています。
　さらに駅前は景観を重視して、さまざまな制限が設けられています。例えば、「歩道に面し
ている所に自動販売機の設置はしないように努める」「柵は設置してはいけない」などです。
　５年、１０年という年月が経過するにつれ、地域の方々により使いやすく、より優しくなった
八潮駅周辺。潮止小学校付近には、公園の整備を予定しているそうです。さらに、『八潮市首
都圏桃源郷づくり構想』に基づく、八潮駅からフラワーパークへ向かう道路の植樹帯に花桃を
植える取り組みも進んでいます。

🆀私たちが住む八潮市の水道水の水源はどこ？
🅰埼玉県の水と井戸水を混ぜ合わせているよ！その割合は８：２で、井戸の水
は日によって８本から使い分けています。

🆀 １日あたり平均どのくらい水を使用しているの？
🅰平成28年度末の１日あたりの平均配水量は28,306立方メートルでした！
　ちなみに１時間あたりは1,179立方メートルでした。
🆀水道水とミネラルウォーターの違いは何かな？
🅰検査の基準が違います。水道水は、水道法により51項目の水質基準が定め
られています。ミネラルウォーターは、食品衛生法によって39項目の原水
基準が定められています。しかし、含まれる成分にあまり違いはありません。

☆みんなで飲もう！おいしい水道水の飲み方☆
１. まずは水道水をやかんなどに入れて、沸騰させよう！これにより塩素臭
が取れます。
２.沸騰させた水道水を冷蔵庫などで冷やします。このカンタン２ステップ‼
※沸騰させた水道水は塩素による殺菌作用がなくなるので早めに使い切り
ましょう。

　つくばエクスプレスは平成17年（2005年）8月24日に開業し、今年
で１２年目を迎えました。開業当時は１日あたりの乗車人員が約6,500人
でしたが、昨年度は約２万人と、３倍以上も増加しました。そこで、利
用者が「安心・快適」に利用できる駅に注目してみました。
〈ゆとりある改札口〉
　車イスを利用している方や、子ども連れの方など、どなたでも使い
やすい幅の広い自動改札口です。
〈使いやすい券売機〉
　車イスを利用している方や小さい子どもが利用しやすいよう、目の
高さに合わせて配慮してつくられています。カウンター下部に空間を
確保し、車イスでの使用もスムーズです。また、音声案内もあり幅広
く対応できます。
〈段差のないエントランス〉
　車イス、ベビーカー、視覚障がいのある方も安心して利用できる段
差のない出入口です。
〈駅番号〉
　全駅で駅名と合わせ番号を表示し、初めて利用する方や外国人の方
に分かりやすくなっています。ちなみに八潮の番号は「08」です。
〈案内板〉
　乗車する方は紺色の案内板を目印に、降車する方は黄色の案内板を
目印にするとスムーズな移動が可能です。
　まだまだつくばエクスプレスには利用者が「安心・快適」に利用で
きる工夫があります。普段何気なく使っている駅は、これからもより
一層すべての方が快適に利用できるように変化していくそうなので、
ぜひ注目してください。

☆災害が起こる前に家族での飲料水の対策☆
　現在、全国各地で災害による被害が増えています。
　いつ何が起こるか分からない今、最低限の水を蓄えておきましょう。
　人が生きていくためには１人あたり１日３リットルの水が必要です。そし
て最低でも３日分は用意すると良いでしょう。災害時に備え、水を保管す
るようにしましょう。

安心！

安心！

飲料水の備蓄量

家族
の人数 × ×

水道水
（３リットル）
１人１日分
の水量

３日分

八潮駅周辺のビフォー⇨アフター

八潮の水道 快適な八潮駅

思いやりあふれる駅周辺！

八潮南高校は、「安心のまち」をテーマに取材・編集しました

あ～八潮に生まれて良かった！
 八潮高校・八潮南高校

安心の安心のまち 小松菜のまち
with

・
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